
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,728 単位時間 1,008 単位時間 0 単位時間 720 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

60 人 32 人 人 100 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 2

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総授業時数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

0

うち必修授業時数 1,728

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 144

ガイオ・テクノロジー、エイム、フルハートジャパン、大王パッケージなど

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.wbc.ac.jp/creator/embedded/

82
■進学者数 0
■その他

卒業者数−就職希望者数＝２　は母国に帰国

0

うち企業等と連携した演習の授業時数 0

うち必修授業時数 0

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,728

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 144

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

32

（令和4年度卒業生）

14
■地元就職者数 (F) 0
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 93

0

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 17
■就職希望者数 (D)　　　　　： 15
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和４年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
スマートフォン、家電機器、自動車、ロボット、産業機械など、あらゆる電子機器を制御する「組込みソフトウェア」を開発・保守管理ができる人材・エンジニアを育成す
る。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
C言語検定３級、C言語検定２級、情報技能検定計算表２級

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

工業 工業専門課程
電子機器組込みソフトウェア

学科
令和 4(2022)年度 - -

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和5年9月15日

171-0033

03-5960-2611
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人中央情報学園 昭和62年1月30日
理事長

岡本 比呂志
埼玉県新座市東北２－３３－１０
３５２－０００１

０４８－４７４－６６５１

早稲田文理専門学校 平成22年8月10日 佐藤　直子 東京都豊島区高田2-6-7

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

③

①

③

③

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

荒木順子 エンベックスエデュケーション
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回以上（3月、8月）

（開催日時（実績））
第1回　令和4年度　令和4年　8月24日（水）　15時～17時
第2回　令和4年度　令和5年　3月23日（水）　15時～17時
0

岡本　比呂志 学校法人　中央情報学園　理事長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

佐藤　直子 早稲田文理専門学校　校長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

花井　伸也 早稲田文理専門学校　副校長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
　本校は、スマートフォン、家電機器、自動車、ロボット、産業機械など、あらゆる電子機器を制御する「組み込みソフトウェ
ア」を開発・保守管理ができる人材・エンジニアを育成することを目標とし、教育課程の編成にあたっては、参加企業・協会
等と連携して、日本のビジネスパーソンに必要な実践的かつ専門的な能力を育成することに注力している。
　本校の教務会議規定に従って、経営部門に精通した業界団体、企業からの委員が参加する「電子機器組込みソフトウェ
ア学科教育課程編成委員会」において、学校自己点検・自己評価の状況、その他学校が提供する情報、カリキュラム実施
状況、業界・就職先企業の動向などを総合的に検討し、当該年度の教育課程の改善と次年度の授業内容・方法等を具体
化させることにより、業界で必要とされる実務に関する知識、技術および技能を備えた人材の育成を目指す。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　教育課程編成委員会を学校長のもとに設置する。教育課程の編成は、本校教務規程および教育課程編成委員会規程に
基づき、企業等の委員、校長、教務主任、学科長などの参加による教育課程編成委員会において、実施年度の教育課程
の評価・改善と次年度の教育課程編成の基本方針を決定する。
　各年度において、第一回委員会では、前年度の教育課程の実施状況について評価・検討し、改善策の検討を行う。第二
回委員会は、当該年度の教育課程の評価・改善を行うとともに、委員等から行われるAIを含むIT業界の動向と企業等で必
要とされている人材像や人材要件の提示、授業科目および内容の提案、専門教員の要件および派遣提案、実習を取り入
れる場合の企業等の提案、卒業後の人材受け入れ先企業の提案などを受け、次年度教育課程編成の理念と基本方針を
策定し、そのもとで教務会議は、次年度の教育課程を編成し、実行する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

米井翔 一般社団法人組込みシステム技術協会
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

令和5年9月15日現在

黒田英夫 ＦＴＰ日本語学校
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

名　前 所　　　属 任期

友利重夫 株式会社エルエスアイ開発研究所
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

小松知紀 早稲田文理専門学校　教員
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

■現場で必要とされるプログラミング技術を伺い、、現場で求められるスキルを高める演習を取り入れた。
■ラズベリーパイなどのＯSが使われている基板の実習時間を拡大した。
■卒業制作では、現場で求められる設計開発の手順を体験させる項目を増やした。
■卒業制作では、前半で個人開発を行い、後半ではチームで開発を行うようにした。
■特定のプログラミング言語に依存しない、基本的なアルゴリズム、フローチャートの習得に授業時間を使うようにした。



研修名：

期間：

内容

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
　教員に対する研修は、当校研修規程に基づいて、教務会議が、①専攻分野等における実務に関する研修、②授業方法・生徒指導など教員の資
質向上に関する研修、③学校評価・マネジメントなど学校運営に関する研修と研修内容を３分類し、教員評価にもとづき、業務経験や能力、担当す
る授業科目や授業以外の担当業務に応じて、必要な研修を各教員に計画的に実施する。
　専攻分野に関する研修においては、連携企業から講師を招いて校内で実施する研修と連携企業の研修会に専攻分野にかかわる教員が参加する
研修で実施する。
　教務会議は、上記方針のもと、教員に対する研修の年間計画を策定し、外部の研修に参加する教員をサポートし、その研修内容を参加した教員
の校内報告会などで他の教員と共有し、教員の資質向上に向けて、組織的、計画的に実施する。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

人工知能分野の研究動向

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

　電子機器組込みソフトウェア開発業界のニーズに沿った実践的かつ専門的な教育課程を実施するために、連携企業を中
心として、カリキュラム・シラバスの作成、授業方法・実習の提案、講師派遣、教員研修、学生評価について職業教育協定
書を企業と締結し、実施する。
　　実施にあたっては、教務会議が企業との定期的な報告会議の場をもち、進捗管理と問題解決を行う体制とする。担当科
目に配置された専任教員は、企業からの派遣講師と連携し、授業内容の評価・改善を逐次行うとともに、企業等との連携に
より開催される研修に参加することにより専攻分野における実務の技能向上を図る。学生評価については、企業による一
次評価を受けて、担当科目の専任教員が行う。

メカトロニクスⅡ

メカトロニクスⅠで学んだことを前提に、より複雑な3DCAD
の操作を習得する。卒業制作で、自主的に設計し、3Dプリ
ンタで印刷し、モーターなどを用いて動作するモノづくりを
おこなえるような技術を習得する。それらの経験を通じて、
メカトロニクスの根幹となるメカニズムのさらなる理解を目
指す。

株式会社３４６

3DCADの操作を習得するよう簡単なモデリングから始め
る。卒業制作での設計製作に役立つように3Dプリンタを用
いてモノづくりをおこない、その経験を通しメカトロニクスの
根幹となるメカニズムの理解を促す。

株式会社３４６

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
　　様々な求人のニーズに沿った実践的かつ専門的な教育課程を実施するために、連携企業を中心として、カリキュラム・
シラバスの作成、授業方法・実習の提案、講師派遣、教員研修、学生評価について協定書（業務委託契約）を受託企業と締
結し、実施する。
　　実施にあたっては、教務会議が受託企業との定期的な報告会議の場をもち、進捗管理と問題解決を行う体制とする。担
当科目に配置された専任教員は、企業からの派遣講師と連携し、授業内容の評価・改善を逐次行うとともに、企業等との連
携により開催される研修に参加することにより専攻分野における実務の技能向上を図る。学生評価については、企業によ
る一次評価を受けて、担当科目の専任教員が行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

　教員に対する研修は、当校研修規程に基づいて、教務会議が、①専攻分野等における実務に関する研修、②授業方法・
生徒指導など教員の資質向上に関する研修、③学校評価・マネジメントなど学校運営に関する研修と研修内容を３分類し、
教員評価にもとづき、業務経験や能力、担当する授業科目や授業以外の担当業務に応じて、必要な研修を各教員に計画
的に実施する。
　専攻分野に関する研修においては、連携企業から講師を招いて校内で実施する研修と連携企業の研修会に専攻分野に
かかわる教員が参加する研修で実施する。
　教務会議は、上記方針のもと、教員に対する研修の年間計画を策定し、外部の研修に参加する教員をサポートし、その研
修内容を参加した教員の校内報告会などで他の教員と共有し、教員の資質向上に向けて、組織的、計画的に実施する。

人工知能学会全国大会 連携企業等： 人工知能学会

令和4年6月14日～17日 対象： IT系教員

メカトロニクスⅠ



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

一般社団法人　日本ビジネスメール協会

2023年10月18日(水) 対象： 実務系ビジネス教員
メールと電話など他のコミュニケーション手段との使い分けや、それぞれの使い方、ビジネス文書とビジネスメールの違い、正しい敬語など、仕事で求められる基
礎スキルを習得

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　業界団体・企業、高等学校等の役職員及び当学園関係者から構成される学校関係者評価委員会を設置し、委員会にお
いて、当学園の自己点検・自己評価委員会が、「専修学校における学校評価ガイドライン」（文部科学省：平成２５年３月）及
び「学校法人中央情報学園における学校評価に関する要綱」(学校法人中央情報学園：平成２４年６月１日)に基づいて取り
まとめた自己点検・自己評価報告書を評価し、学校運営に関する改善のための助言及び支援を行うことを基本とする。委員
会では、各年度において、前年度自己点検・自己評価報告書をもとに、学校関係者が評価、検討を行う。その後、学校関係
者評価報告書をホームページにてその内容を公開するとともに、改善提案を自己評価改善方策の検討において活用し、次
年度の重点目標の設定や具体的取組の改善を図る。

クレーム対応の基本プロセス、相手とのコミュニケーション方法や言葉づかい、対応時の心構えや注意ポイントなど、クレーム対応についてのロールプレイング

行動経済学で拓く新たなビジネスチャンス 連携企業等： 日経ビジネススクール

令和5年10月16日～11月27日 対象： 専門学校教員

行動経済学の基本とビジネス活用

「社会人のためのビジネスマナー講座」 連携企業等：

日本教育工学会　　春季全国大会 連携企業等： 日本教育工学会

令和5年3月25日・26日

②指導力の修得・向上のための研修等

在留資格と最新の入国状況についての講義のほか、先進的な取組みを行っている大学・専門学校・企業の方々を登壇者としてお迎えし、取組み事例を紹介。

専門職教育支援士［専門職高等教育運営］履修証明プログラム 連携企業等： 一般社団法人専門職高等教育質保証機構・ハリウッド大学院大学

令和4年10月6日［木］～令和5年1月26日［木］60時間

外国人留学生採用の最前線 連携企業等： 神奈川県グローバル人材支援事業

2022年9月26日（月） 対象： 教職員・人事担当者

対象：
専門職高等教育機関 教職
員

専門職高等教育運営に関する知識の修得

日本教育工学会　　秋季全国大会 連携企業等： 日本教育工学会

令和5年9月16日・17日 対象： IT系教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

教育・学習支援システムの開発と実践、人工知能の教育利用

CEATEC 2023 連携企業等： 	一般社団法人電子情報技術産業協会

	2023年10月17日(火)～20日(金) 対象： 企業・大学・教育機関
経済発展と社会課題の解決を両立する「Society 5.0」の実現を目指し、あらゆる産業・業種の人と技術・情報が集い、「共創」によって未来を描くについての技術
を学ぶ事ができます。

自動車サイバーセキュリティ規格「ISO/SAE 21434」とサイバーセキュリティ対策への活かし方およびそのポイント 連携企業等： 株式会社日本テクノセンター

2023年11月21日(火) 対象： 自動車に搭載するECUの開発に携わっている
方

ISO/SAE 21434におけるサイバーセキュリティマネジメントの概要を理解し、必要な組織や、整備が必要な仕組み（受発注時の責任分担の合意や、市販品／OSS利用時の注意事項、各種ツールの管理方法など）を
学ぶことができます

コミュニケーション研修「学校におけるクレーム対応」 連携企業等： 日経ビジネススクール

2023年8月4日(金) 対象： 専門学校教員

対象： IT系教員

教育・学習支援システムの開発と実践、人工知能の教育利用



（３）教育活動

（３）教育活動
a. 教育理念などに沿った教育課程の編成・実施方策などが策定され
ているか
b. 教育理念、育成人材象や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限
に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか
c. 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
d. キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教
育方法の工夫・開発などが実施されているか
e. 関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリ
キュラムの作成、見直し等が実施されているか
f. 関連分野における実践的な職業教育が体系的に位置づけられてい
るか
g. 授業評価の実施・評価体制はあるか
h. 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか
i. 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか
j. 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置
づけはあるか
k. 人材育成目標の達成に向け授業を行うことが出来る要件を備えた
教員を確保しているか
l. 関連分野における業界等との連携において優れた教員を確保する
などマネジメントが行われているか
m. 関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や
教員の指導力の育成など資質向上のための取組が行われているか
n. 職員の能力開発のための研修などが行われているか

（４）学修成果

（４）学修成果
a. 就職率の向上が図られているか
b. 資格取得率の向上が図られているか
c. 退学率の低減が図られているか
d. 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
e. 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に
活用されているか

（１）教育理念・目標

（１）教育理念・目標
a. 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか
b. 学校の理念、目的のもとに特色ある職業教育が行われているか
c. 社会経済のニーズをふまえた学校の将来構想を抱いているか
d. 学校の理念・目的・育成人材像は・特色・将来構想などが学生・保護
者に周知されているか
e. 各学科の教育目標、育成人材象は学科等に対応する業界のニーズ
に向けて方向付けられているか

（２）学校運営

（２）学校運営
a. 目的等に沿った運営方針が策定されているか
b. 運営方針に沿った事業計画が策定されているか
c. 運営組織や意思決定機能は規則等において明確化されているか、
有効に機能しているか
d. 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されている
か
e. 人事、給与に関する規定等は整備されているか
f. 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されている
か
g. 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか
h. 情報システム化等による業務の効率化がはかれているか

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（６）教育環境

（６）教育環境
a. 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されてい
るか
b. 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な
教育体制を整備しているか
c. 防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集

（７）学生の受入れ募集
a. 学生募集活動は適正に行われているか
b. 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
c. 学納金は妥当なものとなっているか

（８）財務

（８）財務
a. 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
b. 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
c. 財務について会計監査が適正に行われているか
d. 財務情報公開の体制整備はできているか

（５）学生支援

（５）学生支援
a. 進路・就職に関する支援体制は整備されているか
b. 学生相談に関する体制は整備されているか
c. 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか
d. 学生の健康管理を担う組織体制はあるか
e. 課外活動に対する支援体制は整備されているか
f. 学生の生活環境への支援は行われているか
g. 保護者と適切に連携しているか
h. 卒業生への支援体制はあるか
i. 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
j. 高校・高等専修学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組
が
行われているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
■令和4年8月24日の学校関係者評価委員会における企業等の委員からの意見「Teams を活用した遠隔授業におけるアク
ティブラーニングの仕組みや、学生に１日 1 回はTeams にアクセスしてもらうための工夫などもうかがいたい。」を受けて、1
日に1回はTeamsにアクセスする仕組みづくりとして、「課題」機能を活用して反転授業に組み入れるなどの取り組みを始め
ている。
■令和4年8月24日の学校関係者評価委員会における企業等の委員からの意見「地域に対する公開講座・教育訓練の受
託等」は「３」になっているが、感染症拡大の影響からやむを得なかったものと思う。ボランティア活動、学び直しの機会の提
供など、早期に再開できると良い。」を受けて、ボランティア活動の再開や、地域に対する公開講座の実施に向けて、検討を
進めている。

（９）法令等の遵守

（９）法令等の遵守
a. 法令、専門学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
b. 個人情報に対し、その保護のための対策がとられているか
c. 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか
d. 自己評価結果を公開しているか

（１０）社会貢献・地域貢献

（１０）社会貢献・地域貢献
a. 学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行ってい
るか
b. 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
c. 地域に対する公開講座・教育訓練の受託等を積極的に実施してい
るか

（１１）国際交流

（１１）国際交流
a. 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行われているか
b. 留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとら
れているか
c. 留学生の学修・生活指導について学内に適切な体制が整備されて
いるか
d. 学習成果が国内外で評価される取組を行っているか



種別
企業等委
員

校長等

地域等委
員

（８）学校の財務

８、学校の財務状況
（１）学校の財務状況
　貸借対照表、資金収支計算書、事業活動収支計算書、財産目録

（５）様々な教育活動・教育環境

５、様々な教育活動・教育環境
（１）学校行事への取組状況
（２）課外活動

（６）学生の生活支援

６、学生の生活支援
（１）学生支援への取組状況

（７）学生納付金・修学支援

７、学生納付金・就学支援
（１）学生納付金の取扱い（金額、納入時期等）
（２）奨学金、授業料減免等の経済的支援措置

（２）各学科等の教育

２、各学科等の教育内容
（１）入学者に関する受入れ方針及び収容定員、在校生数
（２）カリキュラム
（３）進級・卒業の要件等
（４）学習の成果として取得を目指す資格
（５）卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員

３、組織及び教職員の状況
（１）教職員の組織
（２）教職員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育

４、キャリア教育・実践的職業教育
（１）キャリア教育への取組状況
（２）実習・実技等の取組状況
（３）就職支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
　当校は、公的な教育機関として、学生、保護者、業界関係者、地域住民などに、教育活動その他学校運営情報を提供す
る。とりわけ実践的かつ専門的な職業教育を実施するにあたり、当校に対する理解・評価を促進し、関係業界・企業等との
連携を推し進め、教育活動の改善と社会的信頼を得ていくことを目指す。
　情報提供する項目については、文部科学省「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に準拠する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

１、学校の概要、目標及び計画
（１）教育理念・校訓・教育方針および教育目標
（２）理事長及び校長名、所在地、連絡先等
（３）学校の沿革、歴史
（４）学校保健安全計画

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.wbc.ac.jp/wp-content/themes/wbc/download/2023/jiko_hyouka2022.pdf
公表時期： 44804

東京商工会議所
令和4年4月1日～
令和6年3月31日（2年）吉野 陽

鳥居 勝幸 鳥居コンサルティングオフィス
令和4年4月1日～
令和6年3月31日（2年）

清水 雅己 前埼玉県立大宮工業高等学校長
令和4年4月1日～
令和6年3月31日（2年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.wbc.ac.jp/school/information/
公表時期： 44835

（１１）その他

１１、学則、その他の提供する情報
（１）学則

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（９）学校評価

９、学校評価
（１）学校自己評価報告書および評価結果を踏まえた改善方策
（２）学校関係者評価報告書および評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

１０、国際連携の状況
（１）留学生の受入れ状況
（２）外国の学校等との交流状況
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1 ○
ビジネスコ
ミュニケー
ションⅠ

日本の企業文化の改革は「多様性：
Diversity」と言われ、今後は高齢者、外国
人が活躍する社会になることが予想され
る。1年次には、そのような企業で働く際の
基本を身につけ、スムーズに就職活動に入
れる心構えを育成する。

1 72 4 ○ ○ ○

2 ○
職業とキャリ
アⅠ

卒業年次生になる前に、学生自身の就職に
関する考え方を身に付け、卒業年次になっ
てから、就職活動ができるようになる。

1 72 4 ○ ○ ○

3 ○ 情報学基礎
情報システムの基礎について、利用側の視
点で学んでいく。

1 72 4 ○ ○ ○

4 ○ ICT活用Ⅰ
1年次ではコンピュータ操作の基本、キー
ボードの操作、WordやExcel、PowerPointの
使い方を学ぶ。

1 72 4 ○ ○ ○

5 ○
コンピュータ
サイエンスⅠ

コンピュータの基礎的な仕組みを学ぶ。２
進数、論理演算子、コンピュータの構成な
ど。

1 144 8 ○ ○ ○

6 ○
プログラミン
グⅠ

Ｃ言語の基本的な文法を学ぶ 1 144 4 ○ ○ ○

7 ○ 電気・電子Ⅰ
電気（電子）を取り扱うエンジニアの基本
的な知識と技能を習得する。

1 72 2 ○ ○ ○

8 ○
メカトロニク
スⅠ

図面の読み方、書き方を学び、２ＤＣＡＤ
及び３ＤＣＡＤで図面がかけるようになる

1 72 2 ○ ○ ○ ○

9 ○ ロボット制作
電気回路の仕組み、マイコンによる制御な
どを通して、組込みシステムを学ぶ。最後
にロボットを作り上げる。

1 72 4 ○ ○ ○

10 ○ 〇 総合教養Ⅰ

コンピュータは、あらゆるところに入り込
んでおり、コンピュータの仕事をするには
コンピュータの知識だけでは足りない。幅
広く様々な事象について基礎知識を学んで
いく。

1 72 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程 電子機器組込みソフトウェア学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



11 ○
ビ ジ ネ ス コ
ミ ュ ニ ケ ー
ションⅡ

日本の企 業文化の 改革 は 「 多 様 性 ：
Diversity」と言われ、今後は高齢者、外国
人が活躍する社会になることが予想され
る。1年次には、そのような企業で働く際の
基本を身につけ、スムーズに就職活動に入
れる心構えを育成する。

2 72 4 ○ ○ ○

12 ○
職業とキャリ
アⅡ

学生自身の就職に関する考え方を身に付け
就職活動ができるようになる。

2 72 4 ○ ○ ○

13 ○ ICT活用Ⅱ

2年次では、1年次で学んだことを活かし、
Word、Excel、PowerPointを活用したプレゼ
ンテーション資料を作成する。また、情報
モラルやセキュリティについて学ぶ。

2 72 4 ○ ○ ○

14 ○
コンピュータ
サイエンスⅡ

コンピュータの発展的な仕組みを学ぶ。
ネットワーク、データべース、情報セキュ
リティなど。

2 144 8 ○ ○ ○

15 ○
プログラミン
グⅡ

1年次に続いて、発展的なＣ言語文法を学
ぶ。さらに、学んだ文法知識を生かして、
意図を持ったプログラムを設計・作成方法
を学ぶ。

2 144 4 ○ ○ ○

16 ○ 電気・電子Ⅱ
電子回路（ハードウェア）を取り扱うエン
ジニアの基本的な知識と技能を習得する。

2 72 4 ○ ○ ○

17 ○
メカトロニク
スⅡ

３ＤＣＡＤで設計し、３Ｄプリンタで印刷
し、モーターを用いて、機械を動かずメカ
ニズムを学ぶ。

2 72 2 ○ ○ ○ ○

18 ○ 総合教養Ⅱ

コンピュータは、あらゆるところに入り込
んでおり、コンピュータの仕事をするには
コンピュータの知識だけでは足りない。幅
広く様々な事象について基礎知識を学んで
いく。

2 72 2 ○ ○ ○

19 ○ 卒業制作
今まで学んだことを生かして、自分で発案
した、電子機器を制作する。

2 144 4 ○ ○ ○

19

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

前・後
18

卒業要件： 出席率80％以上かつ取得すべき単位の全てを取得すること
履修方法： 必要科目のすべてを履修すること

合計 科目 1728 単位（単位時間）


